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セッションでの対話 

映像を用いて説明する様子 

 
 

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 ９ 日 

復 興 庁 

第 14回地域復興マッチング「結
ゆ い

の場
ば

」（富岡町・楢葉町・広野町・川内村） 

の開催報告について 

地域復興マッチング「結の場」のワークショップを以下のとおり開催しましたので報告いたします。 

＜開催概要＞ 

１．日時：平成 28 年２月５日 13：30～17：25 

２．場所：いわきワシントンホテル（福島県いわき市平字一町目１） 

３．主催：復興庁、福島県商工会連合会、商工会南双葉広域連携協議会（富岡町商工会、 

      楢葉町商工会、広野町商工会、川内村商工会） 

４．参加：被災地域企業９社 19 名 支援提案企業 27 社 40 名 

５．ワークショップの様子 

ワークショップでは、被災地域企業１社と複数の支援提案企業ごとが９つのテーブルに分かれ

て、対話を行いました。実際の製品、映像など用いて被災地域企業の現状を理解してもらい、支

援提案企業からは、質問や課題解決に向けたアイデア等が出されました。なお、ワークショップに

先立ち被災地域の視察も行われました。 

 

＜参加した被災地域企業の声＞ 

◆「チャンスがどこに転がっているかは分からない。 

  気付くも気付かないも自分自身。色々と気付きを 

  もらった。」 

◆「様々な業種の方と話ができた。今日の機会を捉 

  え、住民帰還のため先頭に立って頑張りたい。」 

◆「多くの方からワークショップで意見をもらいワクワ 

  クしながら参加した。これからが大事。」 

 

＜参加した大手企業等の声＞ 

◇「視察から参加し、初めて福島の被災地を見た。 

  10 年後を見据えた支援提案の必要性を切に 

  感じた。」 

◇「帰還に向けて地元企業のフロントランナー 

  として頑張っている企業と出会えた。よりよい 

  支援提案内容を検討したい。」 

 

 

今後、ワークショップに参加した支援提案企業によりプロジェクトの提案が行われ、具体的な支

援が開始されます。復興庁では、これらの支援の具体的な内容を取り纏め公表していく予定です。 

記 者 発 表 資 料 
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ワークショップ前の現地視察で語り部が説明 若松副大臣が対話に参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加企業（五十音順） 

【被災地域企業：９社】（農業・飲食業、製造業、卸・小売業、サービス業等） 

1 （株）あぶくま川内 川内村 6 （株）鳥藤本店 富岡町 

2 （有）いがり商店 楢葉町 7 （株）百姓家 楢葉町 

3 （株）大和田測量設計 広野町 8 （株）ふたば 富岡町 

4 コドモエナジー（株） 川内村 9 （株）フタバライフサポート 広野町 

5 （株）清水 富岡町 

  

 【支援提案企業等：２７社】 ※初参加の企業・団体 

1 （株）ＩＨＩ 15 野村證券（株） ※ 

2 アクサ生命保険（株） 16 パナソニック（株） 

3 （株）イトーヨーカ堂 17 東日本電信電話（株） 

4 （株）ＮＴＴドコモ 18 富士通（株） 

5 ＫＤＤＩ（株） 19 （株）富士通エフサス 

6 （株）コトブキ 20 （株）富士通システムズ・イースト 

7 住友不動産（株） 21 （株）富士通マーケティング 

8 積水化学工業（株） 22 富士テレコム（株） 

9 積水ハウス（株） 23 （株）プリンスホテル 

10 綜合警備保障（株） 24 ホシザキ東北（株） 

11 大和リース（株） 25 三井住友海上火災保険（株） 

12 （株）高島屋 ※ 26 （株）三井住友銀行 ※ 

13 宝酒造（株） 27 （一財）東京顕微鏡院 

14 （株）電通東日本   

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

復興庁 企業連携推進室  中橋、皆藤、岩見、西野       TEL：03-5545-7253 

福島復興局        佐藤、木村                 TEL：024-522-8519 


